
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜基本方針＞ ＜施策の柱＞ ＜取組内容＞

現計画の施策の体系図

孤立防止と見守り体制の強化

地域におけるコミュニケーション
の活性化

ご近所・地域のつながり
づくり

地域で支え合う福祉のまちづくり

地域交流の場づくり

支え合い・助け合いの促進

ボランティアの育成

地域住民主体の課題解決の推進

長岡市社会福祉協議会による
地域支援活動の充実

地区社会福祉協議会・地区福祉会
による地域支援活動の充実

ＮＰＯ、市民団体等による
地域福祉活動の活性化

法人・団体の相互連携、法人・団体
と地域住民との関係づくり

地域における福祉教育の推進

学校・家庭・職場における
福祉教育の推進

啓発活動の推進

地域福祉の担い手の発掘

地域の福祉活動を支える
リーダーの育成

ボランティア活動に関する
情報発信と相談支援

ボランティア活動への財政的支援

包括的な支援体制の推進

相談体制の充実

わかりやすくアクセスしやすい
情報提供

避難行動要支援者の避難支援の
充実

災害時における要配慮者への
支援体制の充実

公共的施設等のバリアフリー化

公共交通の利便性向上と移動支援

ボランティア活動のサポート業務
の充実

地域福祉を支える環境づくり

福祉の心を育むまちづくり

ボランティア活動の盛んなまちづくり

支え合い活動の活性化

地域の福祉活動の充実

包括的な支援体制の推進

福祉教育・啓発活動の推進

地域福祉を支える担い手の
発掘・育成

ボランティアの参加促進と
育成推進

ボランティア活動の活性化

相談体制・情報提供の充実

避難行動要支援者・要配慮者
への支援体制の充実

利用しやすい施設の整備と
公共交通の利便性向上

＜基本方針＞ ＜施策の柱＞ ＜取組内容＞

包括的な支援体制の推進

　・包括的な支援体制の整備
　・権利擁護の推進
　・生活困窮者の自立支援
　・再犯防止に向けた取組の推進

利用しやすい施設の整備と
公共交通の利便性向上

公共的施設等のバリアフリー化

公共交通の利便性向上と移動支援

わかりやすくアクセスしやすい
情報提供

避難行動要支援者・要配慮者
への支援体制の充実

避難行動要支援者の避難支援の
充実

災害時における要配慮者への
支援体制の充実

地域福祉を支える体制づくり 包括的な支援体制の推進

相談体制・情報提供の充実

ボランティア活動の活性化
ボランティア活動のサポート業務
の充実

ボランティア活動への財政的支援

ボランティアの参加促進と
育成推進

ボランティア活動に関する
情報発信と相談支援

ボランティアの育成

地域福祉を支える担い手の
発掘・育成

地域福祉の担い手の発掘

地域の福祉活動を支える
リーダーの育成

学校・家庭・職場における
福祉教育の推進

啓発活動の推進

法人・団体の相互連携、法人・団体
と地域住民との関係づくり

福祉の心を育むまちづくり 福祉教育・啓発活動の推進 地域における福祉教育の推進

地区社会福祉協議会・地区福祉会
による地域支援活動の充実

ＮＰＯ、市民団体等による
地域福祉活動の活性化

地域住民主体の課題解決の推進

地域の福祉活動の充実
長岡市社会福祉協議会による
地域支援活動の充実

支え合い活動の活性化 支え合い・助け合いの促進

孤立防止と見守り体制の強化

第２期計画の施策の体系図

地域で支え合う福祉のまちづくり
ご近所・地域のつながり
づくり

地域におけるコミュニケーション
の活性化

地域交流の場づくり

相談体制の充実

変更点（１） 

市と関係団体が取り組む主な

相談体制を基本方針１へ、地

域において住民や市、関係団

体が取り組む地域福祉事業を

基本方針２・３に変更 

変更点（２） 

取組内容に主な相談体制を明

示 

変更点（３） 

類似項目であったため、「ボラ

ンティア活動の盛んなまちづ

くり」を「福祉の心を育むまち

づくり」に統合 

第２期長岡市地域福祉計画策定における 
主な変更点や充実項目 

 

１．相談体制の記載の充実 

（１）包括的な支援体制の更なる深化 

   市民が抱える複雑化・複合化している課題に対

し、これまで以上に市民に寄り添った支援、誰

ひとり取り残されない包括的な支援体制を目指

し、重層的支援体制整備事業を踏まえた市と関

係団体との議論を進めることを記載。 

 

（２）長岡パーソナル・サポートセンターにおける 

自立相談支援事業内容の記載の充実 

   一人ひとりに合った自立支援の実施 

   ・住居確保給付金の支給 

   ・就労準備支援事業、認定就労訓練事業 

   ・生活保護受給者等就労自立促進事業 

   ・家計改善支援事業 

   ・子どもの学習・生活支援事業 など 

 

（３）権利擁護の推進事業の充実 

中核機関として令和４年１０月に設立した長岡

市成年後見センターと、権利擁護地域連携協議

会の連携を強化し、利用者のニーズに沿った体

制づくりについて取り組むことを記載。 

 

２．その他の追加事項 

（１）SDGsとの関係性を追加 

   「誰ひとり取り残さない」持続可能で多様性と

包摂的のある社会の実現という基本理念は地域

共生社会の考え方と一致することから、SDGsの

目標における取組や視点を踏まえるものとする

ことを追加。 

 

（２）その他、地域福祉を支える体制の時点修正 

   長岡市の概況の時点修正、令和４年度に実施し

た市民アンケート調査結果に基づく修正及び調

査結果の更新、各セクションにおける変更点の

修正、当計画の活動計画である長岡市社会福祉

協議会の第３次活動推進計画との突合。 

 

※長岡市総合計画、ながおかリジュベネーション～長

岡若返り戦略など、整合性を図るべき計画に変更が

生じた場合は都度見直しを図ることとする。 

第２期長岡市地域福祉計画の主な変更点と今後のスケジュール 
第９期長岡市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画及び第７期長岡市障害者基本計画・障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の策定状況を踏まえ、当計画の体系について変更を行うもの 

【今後のスケジュール（案）】 

令和５年１２月～令和６年１月中旬 各セクションの修正箇所のとりまとめ 

令和６年１月中旬～下旬    計画の修正案について各委員へ書面協議 

令和６年１月下旬～２月中旬  市民へのパブリックコメント 

令和６年３月    第４回長岡市高齢者保健福祉推進協議会にて計画の最終案提出 

資料 No.４ 


